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編集委員会活動報告 あとがき

1995年度から、現編集委員会が日本環境教育学

会誌「環境教育」を編集してきました。この間受

け付けた投稿数、受理した原稿数、褐戦した原稿

数について年度ごとにまとめたのでここに報告し

ます。

環境教育は社会的要請の大きさの割には、教育

現場でなかなか市民権が確立しないという懸念を

感じているのは私だけだろうか。学校教育では各

教科・領域での実践のほかに、総合学習や野外体

験など、環境教育に適した場が提示きれつつある。

社会教育では伝統的に、地域の環境保護や文化の

継承といった分野で、環境教育（環境学習）が盛ん

に行われてきた。本学会誌にも、ぜひそれらの成

果が載ることが期待きれる。

学会誌というと、アカデミックでなければとか、

審査員がいるからとかのせいであろうか、実践報

告がなかなか投稿きれて来ない。学会運営委員会

では、実践報告集のようなものを別途出版しては

どうかとの議論もしているが、学会誌とニュース

レターの中間的存在として位置づけられるかどう

かの詰めがなかなかできない。

編集委員や審査員は、投稿を磨き上げるお手伝

い役という役割も担っていると考えれば、少々時

間はかかっても、著者と編集委員や審査員の共同

作業で論文や報告を仕上げていくスタイルがもっ

ととられてよいと思う。投稿を癖曙している会員

は、相談相手として、ときには自分の不足してい

る分野の共同執筆者として、編集委員を積極的に

活用してみてほしい。編集委員会事務局としては、

そういう相談の窓口としてのアクセスもお待ちし

ている。

（小川潔）

○1995年度（1995.4から1996.3まで）

受付投稿２６（原著１６、報告１０）

受理原稿７（原著２，報告5）

掲載原稿６（原著２，報告４）

○1996年度（1996.4から1997.3まで）

受付投稿１４（原著５，総説１，報告７、

その他ｌ）

受理原稿１２（原著２，報告9、総説１）

掲載原稿１１（原著１，総説１，報告９）

01997年度（1997.4から1998.3まで）

受付投稿１６（原著７，総説２，報告６，

その他1）

:｡｡｡含倉｡…官｡衝向｡倉｡｡｡｡｡含含含衝白倉含古官宜函甘白倉*★白白白白★貧白白☆★白白白白☆☆甘向合甘向★：
：。

：投稿論文を受理した通知が届きましたら、Ｅロ：
☆ せ

;冊Ⅲ原稿にするためにテキストファイルに保存；
｡ ☆

：したフロッピーーディスクとプリントアウトし：
：

合

；たものを--部用意して<ださし､。 ：
：：
…餉衝合…☆☆☆向向向合負負…合合ﾛﾛ負向…………｡……｡ﾛ倉★含ﾛ☆･含宜☆倉8
台

受理原稿１２（原著３，報告８，評論１）

掲戟原稿１０（原著３，報告６，評論ｌ）


